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日本磁気学会

特公平06−077341

光磁気メモリ用媒体

光磁気メモリ用媒体

光磁気記録方法

光磁気メモリ用媒体
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光磁気メモリ用媒体

光磁気メモリ用媒体及び該媒体を使用した記録方法

光磁気メモリ用媒体

特公平06−077344

キヤノン株式会社の開発センターで、開発および特許関連の仕事の経験があります。現在は、ハードディスク
ドライブにおける熱アシスト磁気記録の媒体設計理論を研究しています。

三重大学全学シーズ集

URL)　http://www.crc.mie-u.ac.jp/seeds/contents/researcher_name.php

工学部・工学研究科 物理工学専攻 ナノ工学講座 ナノエレクトロニクス研究室

特任教授 小林 正 (こばやし ただし)

カテゴリ) エレクトロニクス

《一言アピール》

主として熱アシスト磁気記録の研究

特に熱アシスト磁気記録の媒体の設計理論

磁気特性の数値シミュレーションの研究

保有機器・装置

応用分野
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光磁気メモリ用媒体　特公平06−077342

磁気記録媒体における保存情報の安定性については、従来、熱揺らぎ指標
を用いて議論されることが多かった。しかし、情報安定性の本質的な指標
は、ビットエラーレート (bER) である。そして、記録の高密度化にともな
い、磁気記録媒体の1ビットあたりの磁性微粒子数は減少傾向にある。そ
こで、1ビットあたりの磁性微粒子数が減少したとき、bERがどのように
変化するかを、シミュレーションによって調べる。

文化や科学技術を支えるものの一つに情報の記録がある。ネットワークの発達により情報量は飛躍的に増大したが、
これらのほとんどはハードディスク (磁気記録) に記録されている。磁気記録における記録密度増大の障害となる
trilemma問題を回避するために、熱アシスト磁気記録などが提案されている。熱アシスト磁気記録は、媒体を加熱
して保磁力を下げて記録する方法である。

熱アシスト磁気記録の媒体設計において、膜厚、磁化、異方性エネルギー、キュ
リー温度などの特性が複雑に関係する。従来のマイクロマグネティックシミュ
レーションは、正確ではあるが、これらの特性の関係を明らかにするのは難し
い。そこで、書き込み時の情報安定性、書き込み直後の情報安定性、および隣接
トラックの情報安定性から、媒体に必要な特性を解析的に導き、シミュレーショ
ンによりこれらの特性の関係を明らかにする。

光磁気メモリ用媒体
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